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スコープ 3温室効果ガス排出の測定におけるサンプリングの考え方 

2025年 11月 28日公表 

目 的 

1. 本文書は、スコープ 3 温室効果ガス排出に関する開示を行うにあたり、サンプリングを用いることを
検討する場合に、参考となる情報を提供することを目的としています。 

 

キーワード 
スコープ 3温室効果ガス排出、サンプリング、サンプル 
 
何が求められているのか 

2. SSBJ基準では、スコープ３温室効果ガス排出を開示することを求めています。 

第 46 項(1)［温室効果ガス排出］に関連して、当報告期間中に生成した温室効果ガス排出
の絶対総量について、次の３つに区分して開示しなければならない。（気候基準第 47項） 

(1) スコープ１温室効果ガス排出 
(2) スコープ２温室効果ガス排出 
(3) スコープ３温室効果ガス排出 

3. また、SSBJ基準では、温室効果ガス排出の測定にあたり従うべき基準を明らかにしています。 

第 46項(1)［温室効果ガス排出］に関連して、温室効果ガス排出は、「温室効果ガスプロトコ
ルの企業算定及び報告基準（2004 年）」（以下「『GHG プロトコル（2004 年）』」とい
う。）に従って測定しなければならない。（気候基準第 49項） 

4. ここで、「GHG プロトコル（2004 年）」に従ってスコープ 3 温室効果ガス排出の測定を行うにあ
たり、「温室効果ガスプロトコルのスコープ 3 排出量の算定技術ガイダンス」（以下「スコープ 3 ガ
イダンス」といいます。）を参考にすることが考えられます。 

 
どのような場合にサンプリングを用いることができるか 

5. スコープ 3 温室効果ガス排出は見積りを含むことが一般的であると考えられますが（気候基準 B5

項）、仮定及び適切な要素に基づきデータを概算することを伴い、活動量及び排出係数の要素
を用いることが考えられます（気候基準 B6項）。 

6. スコープ 3 温室効果ガス排出の範囲は、報告企業の上流及び下流のバリュー・チェーンにおける
間接的な温室効果ガス排出を対象とすることから、見積りを行う場合にも大量のデータを収集す
ることが必要となることが考えられます。 

https://ghgprotocol.org/sites/default/files/2023-03/Scope3_Calculation_Guidance_0%5B1%5D.pdf
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7. ここで「スコープ 3 ガイダンス」では、特定のスコープ 3 カテゴリーのために大量のデータを収集する必
要がある報告企業は、それぞれの活動からのデータ収集が非現実的な場合があり、このような場
合に報告企業は、カテゴリー内の活動の代表的なサンプルから得たデータを利用した推定をするた
めに、適切なサンプリング技術を用いることができるとしています。 

8. 報告企業は、データ収集のために活動を類似のグループに分類することが考えられます。この場合、
予想される排出原単位が類似しているもので活動を分類することが望ましく、次のようなことが考
えられます。 

(1) 報告企業がすべての購入物品（カテゴリー1）の全サプライヤーからデータを収集することが
現実的でない場合、サンプリングを用いる。 

(2) 多数の流通経路を持つ報告企業は、輸送及び流通（カテゴリー4及び 9）に関係する排
出量の算定で、サンプリングを用いる。 

(3) 全従業員から出張（カテゴリー6）データを収集することが現実的でない場合、従業員の
代表サンプルのデータを、すべての従業員の出張の概算に利用する。 

(4) 従業員が多い報告企業が従業員の通勤（カテゴリー7）に関するデータを収集する場合、
従業員の代表サンプルからのデータを利用した推定を行うことを選択する。 

(5) 多数のリース資産（カテゴリー8 及び 13）又はフランチャイズ（カテゴリー14）を有する報
告企業は、建物の種類又は床面積によって建物をグループ分けし、車両タイプによって車
両をグループ分けする。 

 
サンプリング手法の選択 

9. 報告企業は、事業目的と整合するサンプリング手法を選択し、文書化することが考えられます。サ
ンプリング手法の選択は、利用可能なリソースやデータ・ポイント等を考慮しますが、コストとすべて
の排出量源を正確に代表することとのトレードオフを検討することになります。 

10. したがって、企業が個々の排出活動を適切に反映できる場合には、さまざまなサンプリング手法を
選択できるものと考えられます。 

11. 報告企業が選択できるサンプリング手法の例として次のものが考えられますが、これらに限定されな
いものと考えられます。 

(1) 単純無作為抽出 

単純無作為抽出は、母集団全体から活動を無作為に選択する方法です。適切なサンプ
ル・サイズであれば、単純無作為抽出により母集団全体を代表するサンプルを得ることがで
き、サンプルの構築が比較的容易であるという特徴があります。 
例えば、地理的に近い地域内に 50人の従業員がおり、平均通勤距離を設定したい場合
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には、代表サンプルとして無作為に選択した 10 人の従業員からデータを選択することが考
えられます。 
一方、適切な結果を得るための必要なサンプル・サイズが非常に大きいためにサンプリングに
支障をきたす場合や、単純無作為抽出の前提条件であるすべての活動を網羅した完全な
母集団を作成することが難しい場合がある点に留意が必要です。 

(2) 系統抽出 

系統抽出は、最初にサンプリングする項目を無作為に選択した後、一定の間隔で活動を
選択する方法です。企業が目的とするサンプル・サイズを得られるよう、適切なサンプリング
間隔を選択することが望ましいと考えられます。 
例えば、企業が 100 か所の事業所において事業を行っており、そのうち 20 か所の事業所
をサンプリングすることを検討する場合、適切なサンプリング間隔は 5 となることが考えられま
す。最初にサンプリングする事業所が事業所 3 であった場合、その後は事業所 8、13、18
…93、98 とサンプリングしていくこととなります。 

系統的サンプリング間隔 

サンプリング間隔＝母集団全体のサイズ／希望のサンプル・サイズ 

系統抽出は、簡便的に実施することができ、母集団全体を均一にサンプリングすることがで
きますが、母集団に周期的パターンがある場合に、バイアスのかかったサンプリングになる可
能性がある点に留意が必要です。 

(3) 層化抽出 

層化抽出は、最初に母集団の活動を類似の特性に基づいてカテゴリー分類し、次にこれら
の均質なグループ内で無作為抽出を実施する方法です。グループ内のばらつきが小さいもの
の、グループ間のばらつきが大きい場合に特に有効な方法と言えます。 
例えば、農産物生産会社が自社農場からの排出量を評価する場合、全農場をグループ
分けするために、雨量の多寡、農場の規模、立地条件などの変数を用いることが考えられ
ます。 
一方、適切な変数の特定及びサンプリング・グループの形成が困難で複雑になる可能性が
ある点に留意が必要です。 
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計算例 

計算例は、SSBJ 基準の定めについて理解を深めるために参考として示す一例であり、各企業の実
情等に応じて考慮事項は異なることにご留意ください。 

 
1. 前提 
(1) A 社は電子機器の製造・販売を行っており、本社に隣接する工場において製品の製造を行ってい

る。 
(2) A社は国内に小規模な営業所を 100 か所設置している。 
(3) スコープ 3 温室効果ガスのカテゴリー5「事業において発生した廃棄物」の測定にあたり、本社及び

工場については、それぞれ個別に排出量の計算を行うこととした。その結果、本社の排出量は
100t-CO2e、工場の排出量は 20,000t-CO2eであった。 

(4) 営業所については、各営業所が類似の活動を行っていることからサンプリングを用いることが適切と
判断した。 

(5) 営業所のサンプル数は 10 とし、単純無作為抽出によりサンプルを抽出した。 
(6) サンプルとした 10営業所の排出量の合計は 5t-CO2eであった。 

 
2. 計算方法 
(1) 算定式 

排出量＝本社排出量＋工場排出量＋ 
サンプリングによる営業所排出量合計×営業所の総数/営業所のサンプル数 

 
(2) 算定結果 

100t-CO2e+20,000t-CO2e+5t-CO2e×100か所/10 か所＝20,150t-CO2e 
  
関連する SSBJハンドブック 

 「スコープ３温室効果ガス排出の測定方法及び開示」 

 

SSBJ基準の定めは、重要性がない項目に対して
適用する必要はないことにご留意ください。 

 
以 上 


